
(57)【要約】

【課題】板状の胴体として超軽量で、玩具、ホビーとし

て又は飛行競技に利用可能とし、手持ち発進した後、無

線操縦によって飛行できる組立式模型凧航空機を提供す

る。

【解決手段】バルサ材のような超軽量な素材で先端アー

ル状の垂直板２とこれに続く細板３とを備えた胴体板１

と、細板の後端に設けた固定水平尾翼５と可動垂直尾翼

６と、垂直板２の後方段部９に設けたモータ１０とプロ

ペラ１１と、垂直板を貫通する複数の開孔部１３，１４

に取外し自在に設けた乾電池１５と、無線制御器１７と

、尾翼操作部１８と、下方に支持板を有する中央角材２

０と、複数の角材２１，２２，２３とによりＡ型骨組み

を設け、この骨組みを介してたるみをもたせて合成繊維

製シートを張設したカイト翼１２と、から成り、前記カ

イト翼を前記垂直板の上部に立設した薄板に取外し自在

に組み立てた無線操縦の組立式模型凧航空機。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 バ ル サ 材 或 い は 合 成 樹 脂 板 の よ う な 超 軽 量 な 素 材 で 先 端 ア ー ル 状 の 垂 直 板 と こ れ に 続 く
細 板 と を 備 え た 胴 体 板 と 、
前 記 細 板 の 後 端 に 設 け た 固 定 水 平 尾 翼 と 可 動 垂 直 尾 翼 と 、
前 記 垂 直 板 の 後 方 段 部 に 設 け た モ ー タ と プ ロ ペ ラ と 、
前 記 垂 直 板 を 水 平 方 向 へ 貫 通 す る 複 数 の 開 孔 部 を 設 け 、 こ の 開 孔 部 に 取 外 し 自 在 に 設 け た
乾 電 池 と 、 無 線 制 御 器 と 、 尾 翼 操 作 部 と 、
下 方 に 支 持 板 を 有 す る 中 央 角 材 と 、 こ の 中 央 角 材 の 先 端 で 折 り た た み 可 能 と し た 複 数 の 角
材 と に よ り Ａ 型 骨 組 み を 設 け 、 こ の 骨 組 み を 介 し て た る み を も た せ て 合 成 繊 維 シ ー ト を 張
設 し た カ イ ト 翼 と 、 か ら 成 り 、
前 記 カ イ ト 翼 を 前 記 垂 直 板 の 上 部 に 立 設 し た 薄 板 に 取 外 し 自 在 に 組 み 立 て た こ と を 特 徴 と
す る 無 線 操 縦 の 組 立 式 模 型 凧 航 空 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 垂 直 板 の 上 部 に 立 設 し た 薄 板 と 、 カ イ ト 翼 の 中 央 角 材 及 び こ の 中 央 角 材 に 設 け た 支 持 部
と が 着 脱 自 在 に 係 合 し 組 立 て ら れ る よ う に し た 請 求 項 １ 記 載 の 無 線 操 縦 の 組 立 式 模 型 凧 航
空 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 垂 直 板 の 上 部 に 立 設 し た 薄 板 を カ イ ト 翼 の 中 央 角 材 に 設 け た 支 持 部 が 挟 持 す る と 共 に 支
持 部 に 設 け た 角 孔 に 貫 通 さ れ た カ イ ト 翼 の 角 材 を 前 記 薄 板 の 後 部 に 当 接 さ せ 、 前 方 に ピ ン
を 挿 入 し て 前 記 薄 板 の 前 方 を 固 定 す る よ う に 組 み 立 て た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２
記 載 の 無 線 操 縦 の 組 立 式 模 型 凧 航 空 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 胴 体 板 の 厚 み を 約 １ ０ ｍ ｍ 、 先 端 ア ー ル 状 の 垂 直 板 の 高 さ 約 １ ０ ０ ｍ ｍ 、 細 板 の 高 さ 約
２ ５ か ら １ ２ ｍ ｍ で 全 長 約 ５ ０ ０ ｍ ｍ と し 、 水 平 尾 翼 と 可 動 垂 直 尾 翼 及 び こ れ ら を 取 付 け
る 薄 板 、 胴 体 板 の 上 部 に 立 設 し た カ イ ト 翼 の 取 付 用 薄 板 が そ れ ぞ れ 約 ２ ｍ ｍ の 厚 み と し 、
カ イ ト 翼 、 モ ー タ と プ ロ ペ ラ 、 乾 電 池 、 無 線 制 御 器 、 垂 直 尾 翼 の 駆 動 用 ワ イ ヤ ー 等 を 取 外
し 自 在 に 設 置 し て 全 重 量 を 約 ２ ５ ０ gと し た 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の 無 線 操 縦 の 組 立
式 模 型 凧 航 空 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 無 線 操 縦 す る 組 立 式 模 型 凧 航 空 機 に 関 す る も の で 、 よ り 詳 し く は 全 重 量 約 ２ ５
０ グ ラ ム と し 、 全 長 約 ５ ０ ０ ｍ ｍ の 超 軽 量 な 模 型 凧 航 空 機 で あ り 、 胴 体 、 凧 、 無 線 操 縦 機
器 そ の 他 各 部 分 が 現 場 で 分 解 組 立 す る こ と が 容 易 で 、 手 持 ち 発 進 が で き 手 元 へ の 帰 還 又 は
目 的 地 へ の 到 達 、 低 速 飛 行 等 も 可 能 と し 、 安 全 で ホ ビ ー 用 或 い は 競 技 用 と し て 利 用 で き る
凧 航 空 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 略 三 角 形 の カ イ ト 翼 を 胴 体 の 上 部 に 有 し 、 低 速 航 空 で 滑 空 が で き 、 カ イ ト 翼 と 機 体 と の
間 に プ ロ ペ ラ を 備 え て 加 速 推 進 可 能 と し 、 無 線 操 縦 に よ り 安 定 し た 飛 行 が で き る 模 型 航 空
機 は 公 知 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 従 来 の 模 型 航 空 機 は 、 胴 体 の 頭 部 に 丸 み と 幅 を 持 た せ て 電 池 や 無 線 機 器 、 駆 動
機 器 等 を 内 装 す る 構 成 で あ り 、 手 持 ち に よ り 発 進 さ せ る に は 機 体 そ の も の が 大 き く 、 発 着
に 車 輪 又 は フ ロ ー ト を 用 い る 他 、 ホ ビ ー ま た は 飛 行 競 技 に 利 用 す る に は 総 重 量 が 重 く 、 万
一 人 に 衝 突 す る こ と が あ る と 障 害 事 故 が 発 生 す る 等 の 難 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 装 置 と し て も 、 現 場 で 取 り 付 け 組 み 立 て る こ と が 難 し く 、 予 め カ イ ト 翼 と 胴 体 を 固 定 し
た 形 で 搬 送 す る 必 要 が あ り 、 プ ロ ペ ラ の 駆 動 、 垂 直 尾 翼 、 水 平 尾 翼 の 可 動 装 置 、 無 線 操 縦
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の 機 器 等 を 機 体 内 に 備 え る た め に 機 体 頭 部 の ス ペ ー ス を 大 き く 取 る こ と と な り 、 取 扱 い に
労 力 を 要 す る な ど の 難 点 が 見 ら れ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ５ ３ － ９ ８ ５ ３ ９ 号 マ イ ク ロ フ ィ ル ム 、 航 空 写 真 撮 影 装 置 。
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ７ － ４ ０ ８ ９ ７ 号 公 報 、 無 線 制 御 航 空 機 。
【 特 許 文 献 ３ 】 特 許 ２ ６ ９ ９ ２ ６ ３ 号 公 報 (特 開 平 ８ － ３ ３ ７ ７ ２ 号 公 報 )、 無 線 操 縦 小 型
飛 行 機 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 極 め て 軽 量 で あ り 、 玩 具 、 ホ ビ ー と し て 又 は 飛 行 競 技 に 安 心 し て 利 用 す る こ と
が で き 、 当 初 手 で も っ て 発 進 さ せ プ ロ ペ ラ に よ る 加 速 推 進 が で き 、 無 線 操 縦 に よ っ て 飛 行
を 継 続 さ せ る こ と が 容 易 で あ り 、 低 速 飛 行 を 可 能 と し 、 手 元 へ の 帰 還 或 い は 目 的 地 へ の 到
達 を 安 全 に 図 る こ と が で き る 模 型 凧 航 空 機 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 胴 体 板 が 全 長 約 ５ ０ ０ ｍ ｍ 、 幅 約 １ ０ ｍ ｍ 、 垂 直 板 の 高 さ 約 １ ０ ０ ｍ ｍ で あ り 、 バ ル サ
材 或 い は 合 成 樹 脂 板 の よ う な 軽 量 な 素 材 で 胴 体 板 が 構 成 さ れ 、 全 重 量 を 約 ２ ５ ０ ｇ と し て
、 無 線 機 器 、 バ ッ テ リ ー 、 モ ー タ 、 プ ロ ペ ラ 等 の 組 立 、 分 解 が 容 易 で あ り 、 さ ら に カ イ ト
翼 自 体 を 折 り 畳 み 可 能 と し 、 搬 送 や 保 管 に 好 都 合 と し 、 胴 体 板 に 着 脱 自 在 に 支 持 す る こ と
が で き る よ う に し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 胴 体 板 の 前 方 に あ る 垂 直 板 の 後 方 に 段 部 を 設 け モ ー タ と プ ロ ペ ラ と を 設 置 し 、 乾 電 池 そ
の 他 の 機 器 は 垂 直 板 を 貫 通 し た 開 孔 部 に ベ ル ト 、 両 面 テ ー プ そ の 他 の 固 定 具 に よ り 固 定 で
き る よ う に し た 。 カ イ ト 翼 は 約 ４ ｍ ｍ 角 の 角 材 を 十 字 に 交 差 さ せ 、 適 宜 の 角 度 で 先 端 部 か
ら 開 い た 角 材 を 加 え て Ａ 字 型 角 材 と し た 。 こ の Ａ 字 型 角 材 を 骨 組 み と し て 合 成 繊 維 製 の シ
ー ト を 固 定 し た も の で あ り 、 カ イ ト 翼 と 機 体 を 含 め た 全 重 量 を 約 ２ ５ ０ グ ラ ム と し た 超 軽
量 な 無 線 操 縦 の 組 立 式 模 型 凧 航 空 機 を 提 供 し た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 バ ル サ 材 或 い は 合 成 樹 脂 板 の よ う な 超 軽 量 な 素 材 で 先 端 ア ー ル 状 の 垂 直 板 と こ れ に 続 く
細 板 と を 有 す る 胴 体 板 と 、 前 記 垂 直 板 の 上 部 に 立 設 し た カ イ ト 翼 を 取 付 け る た め の 薄 板 と
、 前 記 細 板 の 後 端 に 立 設 し た 尾 翼 用 薄 板 と 、 こ の 尾 翼 用 薄 板 の 上 端 に 両 面 テ ー プ 等 を 用 い
て 固 定 し た 水 平 尾 翼 と 、 尾 翼 用 薄 板 の 後 方 に ヒ ン ジ 部 を 介 し て 取 付 け た 可 動 垂 直 尾 翼 と 、
前 記 垂 直 板 の 後 方 段 部 に 設 置 し た モ ー タ 及 び プ ロ ペ ラ と 、 前 記 垂 直 板 を 水 平 方 向 へ 貫 通 す
る 複 数 の 開 孔 部 と 、 こ の 開 孔 部 に 取 外 し 自 在 に 設 け た 乾 電 池 と 無 線 制 御 器 と を 備 え 、 前 記
胴 体 板 の 薄 板 上 端 に 取 外 し 自 在 に 取 付 け た カ イ ト 翼 は 、 下 方 に 支 持 板 を 有 す る 中 央 角 材 と
、 こ の 中 央 角 材 の 先 端 で 折 り た た み 可 能 と し た Ａ 字 型 角 材 と か ら な る 骨 組 み を 有 し 、 こ の
骨 組 み を 介 し て た る み を も っ て 貼 り 付 け た シ ー ト で 構 成 さ れ 、 こ れ ら 全 体 を 垂 直 板 と 細 板
と を 有 す る 胴 体 板 に 組 立 て て 成 る 無 線 操 縦 の 組 立 式 模 型 凧 航 空 機 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 極 め て 軽 量 で 手 持 ち 発 進 が で き 、 無 線 操 縦 に よ っ て プ ロ ペ ラ に よ る 加 速 推 進 が
容 易 で 広 場 な ど で の 飛 行 に 安 全 で あ り 、 万 一 人 体 に 衝 突 し て も 全 重 量 を ２ ５ ０ ｇ 程 度 の 軽
量 と し て い る の で 障 害 を 与 え る 危 険 が 少 な く 、 玩 具 、 ホ ビ ー 用 と し て 年 齢 を 問 わ ず に 飛 行
技 術 を 楽 し む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 滞 空 時 間 、 飛 行 速 度 と 飛 行 空 間 及 び 範 囲 、 旋 回 技 術 そ の 他 滑 空 を 含 め た 飛 行 競 技 に 各 人
の 創 意 と 工 夫 を 凝 ら す こ と が で き 、 水 平 尾 翼 が 固 定 さ れ て い て も プ ロ ペ ラ の 回 転 速 度 の 変
化 に よ る 上 昇 、 下 降 推 進 効 果 及 び 凧 に よ る ロ ガ ロ 翼 効 果 が あ り 、 飛 行 と 滑 空 を 継 続 さ せ る
こ と が で き 、 手 元 へ の 帰 還 又 は 目 的 地 へ の 到 達 を 安 全 に 図 る こ と が で き る 模 型 凧 航 空 機 を
提 供 す る こ と が で き た 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 複 数 の 細 い 角 材 を 用 い て Ａ 字 型 角 材 と し た 骨 組 み に た る み を も っ て 貼 り 付 け た シ ー ト で
構 成 さ れ た カ イ ト 翼 は 、 胴 体 板 に 取 り 付 け 取 外 し 自 在 と さ れ 、 胴 体 板 と の 角 度 （ 仰 角 ） を
変 え た 支 持 板 を 用 い る か 、 カ イ ト 翼 用 の 薄 板 の 上 端 の 角 度 を 取 り 替 え る か し て 変 化 を も た
せ る こ と も 可 能 で あ る 。 カ イ ト 翼 は 手 で 押 し 出 す と 同 時 に た る み 部 が 膨 ら ん で 滑 空 力 が 生
じ る と 共 に プ ロ ペ ラ に よ る 推 進 力 と 揚 力 が 発 揮 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た カ イ ト 翼 自 体 は 先 端 か ら 折 り 畳 ん で 小 ス ペ ー ス と し て 胴 体 板 と も ど も 保 管 し 、 搬 送
し 易 く す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 バ ル サ 材 或 い は 合 成 樹 脂 板 の よ う な 超 軽 量 な 素 材 で 先 端 に ア ー ル 状 部 を 有 す る 垂 直 板 と
こ れ に 続 く 細 板 と を 備 え た 胴 体 板 と 、 前 記 細 板 の 後 端 に 設 け た 固 定 水 平 尾 翼 と 可 動 垂 直 尾
翼 と 、 前 記 垂 直 板 の 後 方 段 部 に 設 け た モ ー タ と プ ロ ペ ラ と 、 前 記 垂 直 板 を 水 平 方 向 へ 貫 通
す る 複 数 の 開 孔 部 に 取 外 し 自 在 に 設 け た 乾 電 池 と 、 無 線 制 御 器 と 、 可 動 垂 直 尾 翼 の 操 作 部
と 、 下 方 に 支 持 板 を 有 す る 中 央 角 材 と 、 こ の 中 央 角 材 の 先 端 で 折 り た た み 可 能 と し た 複 数
の 角 材 と に よ り Ａ 字 型 骨 組 み を 設 け 、 こ の 骨 組 み を 介 し て た る み を も た せ て 合 成 繊 維 シ ー
ト を 三 角 状 に 張 設 し た カ イ ト 翼 と か ら 成 り 、 前 記 カ イ ト 翼 を 前 記 垂 直 板 の 上 部 に 立 設 し た
薄 板 に 取 外 し 自 在 に 組 み 立 て た 無 線 操 縦 の 組 立 式 模 型 凧 航 空 機 と し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 カ イ ト 翼 の 仰 角 を 約 ８ 度 と し た 。 仰 角 を 大 き く す る と 上 昇 率 は 大 と な る が 、 推 進 力 が 劣
る 。 ま た カ イ ト 翼 の 角 材 の 開 き 角 を ９ ０ 度 と し て シ ー ト 面 積 を 大 き く し て い る が 、 こ の 角
度 に 変 化 を 持 た せ た カ イ ト 翼 を ２ 又 は ３ 種 類 用 意 し て お き 、 風 向 き 、 湿 度 、 温 度 等 の 変 化
に 応 じ て 最 適 な も の を 選 択 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 垂 直 板 に 立 設 し た カ イ ト 翼 用 薄 板 と 支 持 板 と の 係 合 固 定 角 度 を 変 更 自 在 に し て お
く と 、 カ イ ト 翼 の 仰 角 に 変 化 を 付 け る こ と も で き る よ う に な る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に お い て 、 １ は 胴 体 板 で 、 頭 部 に ア ー ル 部 を 有 す る 垂 直 板 ２ と こ れ に 続 く 細 板 ３ と
を 備 え て い る 。 ４ は 薄 板 で 尾 翼 取 付 用 と さ れ 、 細 板 ３ の 後 端 部 に 固 定 さ れ て い る 。 水 平 尾
翼 ５ は 薄 板 ４ に 両 面 テ ー プ 等 を 用 い て 固 定 さ れ 、 垂 直 尾 翼 ６ は ヒ ン ジ 部 を 介 し て 薄 板 4の
後 方 で 可 動 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ７ は 薄 板 で カ イ ト 翼 取 付 用 と さ れ 、 垂 直 板 ２ の 上 部 に 立 設 さ れ て い る 。 薄 板 ７ の 上 端 は
進 行 方 向 に 向 か っ て 仰 角 を 形 成 す る よ う 約 8度 傾 斜 し て い る 。 図 示 し た 例 で は 薄 板 の 中 央
部 に 円 形 の 抜 き 孔 を 設 け て 軽 量 化 と ひ ず み 防 止 を し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ８ は 支 持 板 で 、 前 記 薄 板 ７ と 係 合 し て カ イ ト 翼 を 取 外 し 自 在 に 取 付 け る よ う に な っ て い
る （ 詳 細 は 後 に 示 す ） 。
　 ９ は 段 部 で 、 垂 直 板 ２ の 後 方 に 設 け ら れ 、 モ ー タ １ ０ と プ ロ ペ ラ １ １ が 設 置 さ れ る 。
　 段 部 ９ の 下 端 に は 垂 直 板 ２ の 厚 み よ り 若 干 大 き い 水 平 状 補 助 板 を 設 け る こ と に よ り 、 取
付 の 安 定 化 を 図 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ ２ は カ イ ト 翼 で 、 図 １ で は 点 線 で 示 し て い る が 、 薄 板 ７ を 介 し て 取 外 し 自 在 に 胴 体 板
２ と 係 合 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ ３ 、 １ ４ は 開 孔 部 で 、 数 箇 所 で 胴 体 板 ２ を 水 平 方 向 に 貫 通 し 、 開 孔 部 の 底 部 に は 必 要
に 応 じ て 補 助 板 を 設 置 し て い る 。 開 孔 部 １ ３ に は 乾 電 池 １ ５ が ベ ル ト １ ６ を 介 し て 締 め 付
け 固 定 さ れ 、 無 線 制 御 器 １ ７ が 同 様 に 固 定 さ れ て い る 。 ま た 開 孔 部 １ ４ に は 、 尾 翼 操 作 部
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１ ８ が 取 付 け ら れ 、 ワ イ ヤ ー １ ９ を 介 し て 可 動 垂 直 尾 翼 ６ を 駆 動 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 乾 電 池 １ ５ 、 無 線 制 御 器 １ ７ 、 モ ー タ １ ０ 及 び 尾 翼 操 作 部 １ ８ は そ れ ぞ れ 結 線 さ れ 、 地
上 か ら の 無 線 に よ る 駆 動 が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ２ ０ は 中 央 角 材 で 、 カ イ ト 翼 １ ２ を 形 成 す る 中 心 部 で あ り 、 下 方 に 支 持 部 ８ を 設 け 、 垂
直 板 ２ に 立 設 さ れ て い る 薄 板 ７ と 係 合 し 、 カ イ ト 翼 の 取 付 が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ は 角 材 で 、 中 央 角 材 ２ ０ の 先 端 部 か ら 両 側 へ 開 い て Ａ 字 型 骨 組 み を 構
成 し て い る 。 角 材 ２ ３ は 支 持 板 ８ の 角 孔 ２ ５ を 貫 通 し て 一 体 化 さ れ て い る 。 Ａ 字 型 骨 組 み
を 介 し て 合 成 繊 維 製 の シ ー ト が た る み を も っ て 張 設 さ れ 、 カ イ ト 翼 １ ２ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ は 主 要 部 の 側 面 図 で 、 カ イ ト 翼 １ ２ は 風 を 含 ん で 膨 ら ん だ 状 態 を 示 し て い る 。
　 図 ３ は 正 面 図 で あ り 、 モ ー タ １ ０ の 下 端 両 側 に 突 出 し て い る の は 、 補 助 板 を 示 す 。 図 ４
は 背 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ は カ イ ト 翼 １ ２ の 裏 面 を 示 す も の で 、 中 央 角 材 ２ ０ の 下 方 に 設 け た 支 持 部 ８ 、 及 び
角 材 ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ に よ る Ａ 字 型 骨 組 み を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ は カ イ ト 翼 １ ２ の 角 材 ２ ３ を 分 離 し て シ ー ト を 折 り 畳 ん で 収 納 又 は 搬 送 に 便 利 に し
た 状 態 を 示 し て い る 。 図 ７ は カ イ ト 翼 １ ２ を 折 り 畳 み 可 能 と す る た め 、 中 央 角 材 ２ ０ の 先
端 で 、 ベ ル ト ２ ４ を 介 し て 角 材 ２ １ 、 ２ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 状 態 を 示 す 拡 大 図 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ８ は カ イ ト 翼 １ ２ の Ａ 字 型 骨 組 み に お い て 、 中 央 角 材 ２ ０ に 設 け た 支 持 板 ８ が 垂 直 板
２ の 薄 板 ７ と 係 合 固 定 さ れ る 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。 角 材 ２ ３ が 支 持 板 ８ の 角 孔 ２ ５ を 貫 通
し て お り 、 支 持 板 ８ の 中 央 で 支 持 板 を 挟 持 す る と 共 に 角 材 ２ ３ が 支 持 板 ７ の 後 端 と 接 触 し
て 固 定 さ れ 、 前 方 の ピ ン ２ ６ に よ り 不 動 と な る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ９ 、 図 １ ０ は 、 カ イ ト 翼 １ ２ を 固 定 し た 状 態 を 示 す 。 支 持 板 ８ が 薄 板 ７ の 上 端 に 不 動
状 態 で 位 置 規 制 さ れ た 後 、 垂 直 板 ２ に 設 け た ピ ン ２ ９ へ ゴ ム バ ン ド ２ ８ を 懸 け 、 支 持 板 ８
の ピ ン ２ ６ 及 び 角 材 ２ ３ を 経 て ピ ン ２ ９ へ 懸 け る よ う に す る と 、 ゴ ム の 弾 発 力 に よ り 支 持
固 定 で き る 。 な お こ の 固 定 方 法 は 図 示 し た 例 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 カ イ ト 翼 １ ２ は 支 持 板 ８ に よ っ て 支 持 さ れ 、 重 心 位 置 に 近 く 設 定 固 定 さ れ て い る の で 、
風 力 の 保 持 と 滑 空 力 の 伝 達 が 効 率 よ く 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
胴 体 板 　 　 　 バ ル サ 材 製 　 　 全 長 　 ５ ０ ０ ｍ ｍ
垂 直 板 　 高 さ 　 　 １ ０ ０ ｍ ｍ 　 　 幅 　 １ ０ ｍ ｍ 　 　 長 さ 　 ２ ０ ０ ｍ ｍ
細 板 　 　 高 さ 　 　 　 ２ ５ ｍ ｍ 　 　 幅 　 １ ０ ｍ ｍ 　 　 長 さ 　 ２ ５ ０ ｍ ｍ
【 ０ ０ ３ １ 】
水 平 尾 翼 　 　 バ ル サ 材 製 　 長 さ 　 ２ ０ ０ ｍ ｍ 　 幅 　 ６ ０ ｍ ｍ 　 厚 み 　 ２ ｍ ｍ
垂 直 尾 翼 　 　 バ ル サ 材 製 　 高 さ 　 １ ０ ５ ｍ ｍ 　 幅 　 ３ ５ ｍ ｍ 　 厚 み 　 ２ ｍ ｍ
薄 板 　 　 　 　 ベ ニ ヤ 板 製 　 高 さ 　 　 ６ ０ ｍ ｍ 　 幅 　 ６ ０ ｍ ｍ 　 厚 み 　 ２ ｍ ｍ
【 ０ ０ ３ ２ 】
カ イ ト 翼 　 　 ナ イ ロ ン 製 ク ロ ス
中 央 角 材 　 　 桧 製 　 　 角 材 　 ４ ｍ ｍ 角 　 　 　 長 さ 　 ４ １ ５ ｍ ｍ 　
角 材 　 　 　 　 2本 　 　 　 長 さ 　 ５ １ ０ ｍ ｍ
支 持 板 　 　 　 ベ ニ ヤ 板 製 　 長 さ １ ０ ０ ｍ ｍ 　 　 　 上 端 の 仰 角 　 約 １ ２ 度
重 心 位 置 　 　 カ イ ト 翼 の 先 端 よ り １ ８ ０ ｍ ｍ
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モ ー タ 　 　 　 マ ブ チ １ ８ ０ 系 　 DCモ ー タ 　 ６ V 　 ３ か ら ４ Ａ 　 で １ １ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ
電 池 　 　 　 　 ７ ． ２ V　 　 ７ ０ ０ ｍ Ａ h　 　 ニ ッ ケ ル 水 素 充 電 式
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 支 持 板 ８ と 薄 板 ７ と を 係 合 す る 取 付 部 に つ き 、 角 材 ２ ３ を 溝 に 挿 入 す る と 共 に ピ ン ３ ０
を 支 持 板 と 薄 板 と を 同 時 に 貫 通 す る よ う に し て 固 定 し た （ 図 １ １ 及 び 図 １ ３ ） 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 カ イ ト 翼 の 薄 板 ７ へ の 取 り 付 け 角 度 （ 仰 角 ） を 可 変 と す る た め 、 角 材 ２ ３ の 軸 受 部 ３ １
と 支 持 板 ８ と 薄 板 7と を 貫 通 す る ピ ン ３ ２ を 設 け た 　 (図 １ ２ )。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 で は 、 バ ル サ 材 の よ う な 超 軽 量 な 素 材 を 用 い て い る の で 、 先 端 ア ー ル 状 の 垂 直 板
及 び 細 板 に よ る 胴 体 板 の 設 計 、 切 出 し 、 組 立 を す る 手 工 業 が で き る 。 ま た 合 成 樹 脂 板 に よ
り 予 め 一 定 規 格 と し た 胴 体 板 の 連 続 生 産 も 可 能 で あ り 、 組 み 立 て キ ッ ト と し て 製 造 販 売 が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 胴 体 板 に 設 け る 貫 通 孔 の 設 計 と 配 置 及 び 無 線 制 御 機 器 に よ る 各 部 の 駆 動 制 御 に も 工 夫 が
必 要 で あ り 、 ホ ビ ー 製 品 の 製 作 、 カ イ ト 翼 の 設 計 、 プ ロ ペ ラ 推 進 力 の 設 定 、 無 線 操 縦 に 必
要 な 技 術 お よ び 、 乾 電 池 、 無 線 操 縦 器 の 選 択 、 垂 直 尾 翼 の 操 縦 器 具 等 の 設 置 等 製 作 技 術 の
創 造 開 発 に 参 加 者 の 意 欲 を 掻 き 立 て 競 技 に 向 い た ホ ビ ー 製 品 又 は 競 技 用 航 空 機 の 製 造 販 売
産 業 を 作 り 上 げ る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 カ イ ト 翼 を 点 線 表 示 し た 機 体 全 体 の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 機 体 の 主 要 部 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ３ 】 機 体 全 体 の 正 面 図 。
【 図 ４ 】 同 背 面 図 。
【 図 ５ 】 カ イ ト 翼 の 裏 面 図 。
【 図 ６ 】 同 カ イ ト 翼 を 分 解 し て 折 り 畳 ん だ 背 面 図 。
【 図 ７ 】 同 カ イ ト 翼 の 先 端 に 設 け た ベ ル ト 詳 細 拡 大 図 。
【 図 ８ 】 カ イ ト 翼 の 取 付 部 の 拡 大 説 明 図 。
【 図 ９ 】 同 取 付 部 の 拡 大 側 面 図 。
【 図 １ ０ 】 同 取 付 部 の 拡 大 正 面 図 。
【 図 １ １ 】 同 取 付 部 の 他 実 施 例 を 示 す 参 考 図 。
【 図 １ ２ 】 仰 角 を 可 変 と し た 他 実 施 例 の 参 考 図 。
【 図 １ ３ 】 同 取 付 部 の さ ら に 他 実 施 例 を 示 す 参 考 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
１ 　 　 胴 体 板
２ 　 　 垂 直 板
３ 　 　 細 板
４ 　 　 薄 板
５ 　 　 水 平 尾 翼
６ 　 　 垂 直 尾 翼
７ 　 　 薄 板
８ 　 　 支 持 板
９ 　 　 段 部
１ ０ 　 モ ー タ
１ １ 　 プ ロ ペ ラ
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１ ２ 　 カ イ ト 翼
１ ３ 　 開 孔 部
１ ４ 　 開 孔 部
１ ５ 　 乾 電 池
１ ６ 　 ベ ル ト
１ ７ 　 無 線 制 御 器
１ ８ 　 尾 翼 操 作 部
１ ９ 　 ワ イ ヤ ー
２ ０ 　 中 央 角 材
２ １ 　 角 材
２ ２ 　 角 材
２ ３ 　 角 材
２ ４ 　 ベ ル ト
２ ５ 　 係 合 孔
２ ６ 　 ピ ン

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(7) JP 2005-40407 A 2005.2.17



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(8) JP 2005-40407 A 2005.2.17



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

(9) JP 2005-40407 A 2005.2.17



【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

(10) JP 2005-40407 A 2005.2.17


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

